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        No. 2545
2021 年 3 月 1 日

【
う
ら
へ
続
く
】

　

２
０
２
１
春
闘
。
Ｎ
Ｔ

Ｔ
労
組
、要
求
書
提
出（
２

月
15
日
）。「
月
例
賃
金
は

年
間
収
入
の
２
％
改
善
、

60
才
超
え
雇
用
者
も
２
％

改
善
、
特
別
手
当
は
昨
年

水
準
を
基
本
に
さ
ら
な
る

上
積
み
、
な
ど
を
要
求
し

た
」「
24
日
の
統
一
交
渉
で

は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

　

2
月
19
日
、
福
島
第
1

原
事
故
で
福
島
県
か
ら
千

葉
県
に
避
難
し
た
住
民
ら

43
人
が
国
と
東
電
に
損
害

賠
償
を
求
め
た
訴
訟
の
控

訴
審
（
東
京
高
裁
）
判
決

が
あ
り
ま
し
た
。
一
審
・

千
葉
地
裁
は
国
の
責
任
を

否
定
し
ま
し
た
が
、
高
裁

福
島
原
発
事
故
　
再
び
国
を
断
罪

“
対
策
す
れ
ば
防
げ
た
”

　
　
　
千
葉
訴
訟
　
避
難
住
民
が
逆
転
勝
訴

　

日
本
共
産
党
の
志
位
委

員
長
は
２
月
18
日
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク

ワクチン接種と感染対策の
基本的取り組みを同時並行で

　日本共産党 志位委員長が提起

組
合
員
の
努
力
と
成
果
へ

の
認
識
、
同
一
労
働
同
一

賃
金
へ
の
対
応
、
リ
モ
ー

ト
型
の
働
き
方
推
進
へ
の

対
応
な
ど
で
会
社
の
認
識

を
質
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
２
０
２
０
年
第

３
四
半
期
決
算
発
表
（
５

日
）。
営
業
収
益
は
減
収
、

営
業
利
益
は
対
前
年

５
１
９
億
円
の
増
益
。「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
影
響

に
よ
る
ド
コ
モ
の
端
末
機

器
販
売
収
入
減
な
ど
で
減

益
の
な
か
、
ス
マ
ー
ト
ラ

イ
フ
事
業
な
ど
の
増
益
に

よ
り
減
収
、増
益
だ
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

総
務
省
幹
部
の
接
待
問

題
。「
総
務
省
幹
部
が
東
北

新
社
か
ら
39
回
も
の
接
待

を
受
け
て
い
た
」「
東
北
新

社
は
菅
首
相
の
長
男
が
役

員
の
会
社
だ
」「
利
害
関
係

に
あ
る
の
に
。あ
き
れ
る
」

「
山
田
真
貴
子
内
閣
広
報

官
が
出
席
し
て
い
た
会
食

は
一
人
７
万
４
千
円
だ
っ

た
と
い
う
」「
減
給
や
給
与

返
納
で
済
む
問
題
で
は
な

い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
京
都
、
大
阪
、
兵
庫
、
福

岡
、
岐
阜
、
愛
知
の
６
府

県
は
２
月
28
日
に
緊
急
事

態
宣
言
が
解
除
さ
れ
る
」

チ
ン
の
接
種
開
始
に
あ

た
っ
て
、
現
時
点
で
求
め

ら
れ
る
課
題
に
つ
い
て
４

点
を
提
起
し
ま
し
た
。

　

第
一
は
、
ワ
ク
チ
ン
の

安
全
性
・
有
効
性
、
副
反

応
な
ど
の
リ
ス
ク
に
つ
い

て
、
迅
速
・
徹
底
的
に
明

ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
。

　

第
二
は
、「
ワ
ク
チ
ン
頼

み
」
に
な
ら
ず
、
無
症
状

感
染
者
を
含
め
た
検
査
の

抜
本
的
拡
充
、
医
療
機
関

へ
の
減
収
補ほ
て
ん填
、
十
分
な

補
償
な
ど
、
感
染
対
策
の

基
本
的
取
り
組
み
を
、
同

時
並
行
で
し
っ
か
り
と
行

う
こ
と
。

　

第
三
は
、
感
染
対
策
と

ワ
ク
チ
ン
接
種
と
い
う
二

つ
の
大
事
業
を
担
う
自
治

体
と
医
療
体
制
へ
の
支
援

の
抜
本
的
強
化
。

　

第
四
は
、世
界
的
な「
ワ

ク
チ
ン
格
差
」
の
解
消
の

た
め
、
日
本
政
府
が
積
極

的
役
割
を
は
た
す
こ
と
で

す
。

は
原
告
住
民
側
の
逆
転
勝

訴
と
な
り
ま
し
た
。

　

争
点
は
福
島
第
１
原
発

へ
の
津
波
襲
来
の
予
見
可

能
性
で
す
。
白
井
裁
判
長

は
、
２
０
０
２
年
に
国
が

公
表
し
た
地
震
予
測
「
長

期
評
価
」
が
「
相
応
の
科

学
的
信
頼
性
の
あ
る
知

見
」
で
あ
り
、
こ
の
見
解

を
判
断
の
基
礎
と
し
な
い

こ
と
は
「
著
し
く
合
理
性

を
欠
く
」
と
判
断
。
長
期

評
価
の
見
解
に
基
づ
け
ば
、

国
は
15
メ
ー
ト
ル
以
上
の

津
波
の
危
険
性
を
認
識
で

き
た
と
認
定
し
ま
し
た
。

　

防
潮
堤
や
原
発
の
重
要

機
器
を
浸
水
さ
せ
な
い
水

密
化
な
ど
事
前
対
策
は
可

能
で
、
国
は
想
定
す
べ
き

だ
っ
た
と
判
断
。
対
策
が

講
じ
ら
れ
れ
ば
「
全
電
源

喪
失
に
は
至
ら
な
か
っ

た
」
と
し
ま
し
た
。

　

国
の
責
任
を
認
め
た
の

は
、
昨
年
９
月
の
仙
台
高

裁
に
続
き
２
例
目
で
す
。
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　

国
連
環
境
計
画
（
Ｕ
Ｎ

Ｅ
Ｐ
）
は
18
日
、
気
候
変

動
、
生
物
多
様
性
、
公
害

の
三
つ
の
危
機
に
対
処
す

る
た
め
、
自
然
と
の
関
係

を
変
革
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
す
る
報
告
書
を
発

表
。
持
続
可
能
な
未
来
を

保
障
し
、
将
来
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
（
感
染
症
の
世
界

的
流
行
）
を
予
防
す
る
た

め
に
、
科
学
の
進
歩
と
大

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
と
イ
ン
ド

洋
の
島
し
ょ
国
コ
モ
ロ
が

核兵器禁止条約批准54力国に

　　フィリピンとコモロ

「
専
門
家
が
リ
バ
ウ
ン
ド

を
警
戒
し
て
い
る
の
に
政

府
は
解
除
に
踏
み
切
っ

た
」「
東
京
都
は
25
日

３
４
０
人
、
26
日
２
７
０

人
と
減
少
が
鈍
化
し
て
い

る
」

だ
と
い
う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

福
島
県
沖
で
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
・
３
の
地
震

（
13
日
深
夜
）。「
関
東
も
大

き
な
ゆ
れ
だ
っ
た
」「
津
波

が
発
生
し
な
か
っ
た
こ
と

が
幸
い
だ
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

全
豪
Ｏ
Ｐ
テ
ニ
ス
。
女

子
シ
ン
グ
ル
ス
で
大
坂
な

お
み
選
手
が
２
度
目
の
優

勝
（
20
日
）。「
四
大
大
会

４
度
目
の
制
覇
だ
。
す
ご

い
」「
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
も

２
位
に
浮
上
し
た
」「
海
外

識
者
が
正
真
正
銘
の
エ
ー

火
は
非
常
に
困
難
な
よ
う

だ
」「
３
０
０
世
帯
以
上
に

避
難
勧
告
が
出
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

気
象
庁
の
東
京
の
桜
開

花
予
想
は
3
月
17
日
。「
三

寒
四
温
で
だ
ん
だ
ん
暖
か

く
な
っ
て
き
た
」「
コ
ブ
シ

が
咲
き
は
じ
め
た
」「
ジ
ン

チ
ョ
ウ
ゲ
の
花
も
匂
っ
て

き
た
」

宇
野
重
規
著

『
民
主
主
義
と
は
何
か
』

　

講
談
社
現
代
新
書

　

著
者
専
門
は
政
治
思
想

史
、
目
か
ら
う
ろ
こ
で
し

た
。
な
ぜ
ほ
か
の
地
で
な

く
、古
代
ギ
リ
シ
ャ
で
、科

学
や
哲
学
そ
し
て
民
主
主

義
が
花
開
い
た
の
か
？
宗

教
的
権
威
か
ら
の
自
由
、

人
々
の
経
済
的
・
社
会
的

な
解
放
、
市
民
社
会
に
お

け
る
多
様
な
熟
議
が
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。

　

氏
は
学
術
会
議
会
員
に

任
命
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と

に
、
と
く
に
申
し
上
げ
る

『
痛
く
な
い
死
に
方
』

　
シ
ネ
ス
イ
ッ
チ
銀
座

　
ほ
か
で
上
映
中

　

原
作
本
は
、
伊
丹
市
の

町
医
者
・
長
尾
和
宏
の『
痛

い
在
宅
医
』。こ
の
映
画
と

対
で
作
ら
れ
た
「
け
っ
た

い
な
町
医
者
」
と
い
う
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
は
、

在
宅
で
の
看
取
り
場
面
が

リ
ア
ル
に
映
さ
れ
て
と
て

も
印
象
的
だ
っ
た
。

　

長
尾
医
師
は
と
に
か
く

活
動
的
、
コ
ロ
ナ
患
者
を

診
察
す
る
姿
が
Ｔ
Ｂ
Ｓ
報

道
特
集
で
も
紹
介
さ
れ
て

い
た
。
映
画
は
、
前
半
は

痛
い
死
に
方
（
映
画
「
赤

ひ
げ
」
の
場
面
を
思
い
起

こ
し
た
）、後
半
に
穏
や
か

な
死
に
方
。
柄
本
、
奥
田
、

宇
崎
、
坂
井
な
ど
、
俳
優

が
い
い
で
す
ね
。（
Ｓ
）

こ
と
は
な
い
と
し
つ
つ
、

「
私
は
日
本
の
民
主
主
義

の
可
能
性
を
信
じ
る
こ
と

を
、
自
ら
の
学
問
的
信
条

と
し
て
い
ま
す
」
と
い
う

所
感
を
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
（
Ｎ
）

自
然
と
の
関
係 

変
革
を

  

　
国
連
環
境
計
画
が
報
告
書

リ
ト
の
仲
間
入
り
と
絶
賛

し
て
い
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

栃
木
県
足
利
市
で
山
火

事
が
発
生
（
21
日
）。「
ま

だ
燃
え
続
け
て
い
る
。
消

胆
な
政
策
の
採
用
が
必
要

だ
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
の
ア
ン
ダ
ー

セ
ン
事
務
局
長
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界

的
流
行
が
「
人
々
の
健
康

核
兵
器
禁
止
条
約
を
批
准

し
、
２
月
20
日
付
の
「
Ｕ

Ｎ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」（
国
連
の

公
式
活
動
日
誌
）
に
掲
載

さ
れ
ま
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ

ン
は
18
日
、
コ
モ
ロ
は
19

日
に
批
准
し
ま
し
た
。

　

核
兵
器
禁
止
条
約
の
批

准
国
は
昨
年
10
月
24
日
発

効
要
件
の
50
力
国
に
達
し
、

90
日
後
の
今
年
１
月
22
日

に
発
効
し
ま
し
た
。

「老化細胞」除去剤をつきとめ

　マウスで検証　東大など
　　科学誌『サイエンス』１月 15 日

　

東
京
大
学
、
九
州
大
学

な
ど
の
研
究
チ
ー
ム
が
、

老
化
細
胞
の
生
存
に
必
要

な
遺
伝
子
群
を
探
索
。
そ

の
結
果
、
ア
ミ
ノ
酸
の
一

種
「
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
」
を

作
る
酵
素GLSI

の
働
き

に
よ
り
、
細
胞
内
の
酸
性

化
が
進
ま
な
い
よ
う
に
調

整
し
て
い
る
ら
し
い
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。GLSI

の
働
き
を
阻
害
す
る
と
細

胞
死
し
ま
し
た
。

　

老
齢
マ
ウ
ス
に
阻
害
剤

を
投
与
す
る
と
、
様
々
な

組
織
・
臓
器
の
老
化
細
胞

が
除
去
さ
れ
、
腎
臓
や
肺
、

肝
臓
の
症
状
が
改
善
。
糖

尿
病
や
動
脈
硬
化
、
脂
肪

肝
な
ど
の
改
善
に
有
効
で

あ
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し

た
。

　
　

×　
　
　
　

×

　

米
フ
ァ
イ
ザ
ー
製
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
開

始
（
17
日
）。「
25
日
ま
で

に
２
万
２
千
人
の
医
療
従

事
者
が
接
種
し
た
」「
副
反

応
が
疑
わ
れ
た
事
例
は
３

件
だ
っ
た
」「
ワ
ク
チ
ン
の

入
荷
が
遅
れ
て
い
る
。
高

齢
者
す
べ
て
の
分
の
ワ
ク

チ
ン
が
届
く
の
は
６
月
末

と
自
然
の
健
康
が
い
か
に

互
い
に
結
び
つ
い
て
い
る

か
を
示
し
た
」
と
指
摘
し
、

「
自
然
へ
の
見
方
や
価
値

の
置
き
方
を
転
換
す
る
必

要
性
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
」
と
述
べ
ま
し
た
。


